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Although the extratropical cyclone is one of the basic systems that characterize the weather and climate in 
mid-latitude regions with the large meridional temperature gradient, its activity and characteristics would be 
greatly influenced by the seasonal transition and regional differences of the mean atmospheric fields such as 
between Europe and East Asia.  Furthermore, detailed knowledge of the daily cyclone activity would help to 
understand deeply the differences of regional climatology including seasonal cycles among various areas. In 
such interest, the present study performed a case study on the cyclone activity around Europe from winter to 
spring of 2000.  In winter, intraseasonal variation of the Icelandic Low was dominant. In the stage when such 
intraseasonal-scale Icelandic Low approached to the northwestern Europe, the several lows passed eastward 
with a few days interval around the intraseasonal-scale low pressure area or its southern edge where the 
baroclinicity was relatively strong. It is also noted that their center pressure was rather low (below 980hPa).  
After April, when the seasonal mean Icelandic low had disappeared, different types of the intra-seasonal-scale 
cyclones and anticyclones were dominantly observed. In the lower SLP stage of the intraseasonal variation in 
Europe, the low to the southwest of England in the middle of April was of the equivalent barotropic structure 
and persisted for about ten days. On the other hand, high pressure area extending from England to the northern 
coast of Germany also persisted for about half month. The southern half of that high area was also of equivalent 
barotropic structure with warmer air there.  
 
Keywords: cyclone activity around Europe, comparative climatology between Europe and East Asia, 






















（Ninomiya 1968, 1989；Nimomiya et al., 1990a, b；松
本 1987；Matsumoto et al. 1965，等）。 
一方，ヨーロッパ付近での低気圧分布や経路に関
して，古くは Klein (1957)による気候学的な研究があ
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る（吉野（1978）もそれを引用して解説）。また，上
野（1991），Ueno (1992)，Nakamura et al. (1986)らは，
北半球に現れる低気圧の特徴の気候学的違いに関す
る記述を行った。また，瀧川他（2014）は，2000 年 1



















第 1 図 1981 年～2010 年で平均した，850hPa における




また，Murakami (1981)，Murakami and Nakamura 









































（2014）が preliminary study として取り上げた 2000















北の各格子点 0.5，その他の格子点 0.3 の重みによる
平均を行って平滑化した。なお，日本付近について出








月平均 SLP 分布図に重ねたものを，2000 年 1～5 月







第 2図 2000 年 1 月～5 月における月平均海面気圧（SLP，hPa）に，日々の地上低気圧中心（●），高気圧中心（○）の位
置を重ねたもの。上段：左から順に 1 月，2 月，3 月，下段：左から順に 4 月，5 月を示す。なお，中心気圧が 1000hPa 以下





第 3図 第 2 図と同様。但し，月平均 850hPa 気温（T850，℃）に，日々の高低気圧の位置を重ねたもの。 
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第 4 図 2000 年 1～5 月における 10°E に沿う 11 日移動
平均した SLP の時間緯度断面（hPa）。 
 
 
ドイツ付近を通る経度の 10°E に沿う 11 日移動平
均 SLP の時間緯度断面図を第 4 図に示す。なお，こ
れらの 11日移動平均は，日平均値のデータに基づく。















第 5 図 (a) 2000 年 1～3 月における 10°E に沿う 11 日
移動平均 SLP（hPa）の時間緯度断面図に，0～20°E に存在
した日々00UTC の地上高低気圧の中心の位置を重ねたも
の。横軸は，1 月 6 日から 3 月 31 日までの日付を示す（月
名はアルファベットで示した。J: 1 月，F: 2 月，M: 3 月）。
日々の高低気圧の中心の位置，中心気圧の階級については，
(c)の下側の凡例を参照。(b) 2000 年 3～5 月頃における
10°E に沿う同様な図。横軸は 3 月 1 日から 5 月 31 日まで
の日付を示す（月名は左から順に，M: 3 月，A: 4 月，M: 5








沿う 11 日移動平均 SLP の時間緯度断面に，各日 00Z
に 0°E～20°E の範囲に存在した高低気圧中心の緯度
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を重ねたものを，2000 年 1～3 月，3～5 月に分けて，
第 5 図(a)，(b)に示す。また，第 5 図(c)は，イギリス
南西方の経度にあたる 5°W に沿った同様な図である
（高低気圧は 15°W～5°E の範囲）。 
1～3 月の，半月から 1 ヶ月程度の周期でのアイス
ランド低気圧の強まりに対応する 60～75°N 付近の




していた（特に，1 月終わり頃から 2 月前半頃）。 












5 図(b)， (c)）。なお，2000 年について，各 Period の
日付は次の通りである。 
Period (A)： 1 月 1 日～12 日，1 月 27 日～2 月 13 日，
2 月 28 日～3 月 5 日。 
Period (B)： 1 月 13 日～22 日，2 月 18 日～24 日。 
Period (C)： 4 月 12 日～22 日。 
Period (D)： 4 月 28 日～5 月 11 日。 





















出現することもあった（第 6 図（左）の 60°N 付近）。 
 
 
第 6図 Period (A)と Period (B)で合成した 00UTC におけ
る SLP（hPa）の分布に，00UTC における地上高低気圧中
心の位置を重ねたもの。日々の高低気圧中心の位置や強さ
は図の下側の凡例を参照。左が Period (A)，右が Period (B)。








第 7図 Period (A)の中の 1 つの期間である，2000 年 1 月






Period (A)の中の 1 つの期間である 2000 年 1 月 27
日～2月 13日における 10°Eに沿う SLPと Z500の時
間緯度断面図を，それぞれ第 7 図(a)，(b)に示す。こ
れらの図は，1 日 4 回（00，06，12，18UTC）のデー
タに基づく。 
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この期間平均のアイスランド低気圧の中心域～そ
の南方では，SLP が 1.5～3 日程度の短い周期で変動
していた（ドイツ付近を通る経度である 10°E では，
1 月 30 日，31 日，2 月 2 日，4 日，等に気圧が低下）。
SLP の変動の大きい領域は 50°N～70°N 付近に伸び




第 8図 （上）Period (A)の中の 2000 年 2 月 4～6 日の 00UTC における SLP 分布図の例（hPa）。本文で注目している低気









均 SLP＜992hPa を示す。 
 
 
第 8 図は，第 7 図の期間中の 2 月 5 日頃に東進し




に出現していた日々の低気圧中心 L1 や L2 は，中心
示度を深めながら，10°E 付近で最盛期を迎えつつ東
















大きく，peak-to-peak で数 10hPa にも及ぶ時があった
点も注目される。 
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安定波のような位相のタイミングのずれが見えるも
のも見られた（第 8 図に示す 2 月 4 日の低気圧 L1，























られることが指摘されている（Honda et al. 2001; 




NAO パターン（North Atlantic Oscillation）（Wallace 
















気圧活動（Period (C)と Period (D)） 
次に，4 月～5 月における特徴について記述する。
それぞれ，Period(C)と Period (D)で合成した SLP 分布
に，日々の高低気圧中心の出現位置を重ねたものを，
第 10 図に示す。また，Period (C)で合成した Z500 や
T850 の分布に，00UTC における地上高低気圧中心の




第 10図 Period (C)（左）と Period (D)（右）でそれぞれ


















50°N 付近に位置し，東西には 2000km 強の広がりを














第 12 図 Period (C)（2000 年 4 月 12 日～22 日）におけ






Period (C)における 10°W に沿う SLP，Z500，及び，
T850 の時間緯度断面図を，それぞれ第 12 図(a)，(b)，
(c)に示す（第 7 図と同様に，1 日 4 回（00，06，12，



















第 13図 第 12 図と同様。但し，Period (D)（2000 年 4 月




第 14図 第 11 図と同様。但し，Period (D)。 
 
 
第 12 図と同様な時間緯度断面図を，Period (D)につ
いて第 13図に示す。また，第 11図と同様な図をPeriod 
(D)について第 14 図に示す。 
第 13 図に示されるように，この高気圧も，Period 
(C)の低気圧同様，日々の持続性が強いことが示唆さ
れる。また，地上高気圧の中心軸は 60°N 付近にある
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が，その中心軸よりも南側の 45°N 付近まで高圧域が
広がる。その南半分の高圧域については，60°N 以北
よりも Z500 や T850 が高くかつ南北傾度の小さい領
域が（暖気に覆われる背の高い高気圧），45°N 付近ま
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